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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
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・
５
０
０
３（
情
報
課
）
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瓦
の
灯と

う
ろ
う篭
、幻
想
的
に
輝
く

広報 

少
女
バ
レ
ー
32
年
間
の
活
動
記
録
、「
翔
」発
刊

諭
鶴
羽
山
山
頂
付
近
を
整
備

山
頂
か
ら
の
絶
景
、ふ
た
た
び 三

原
志
知
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

日
光
寺

津井グラウンドゴルフ同好会園児とグラウンドゴルフで交流
　西淡グラウンドで９月15日、津井幼稚園の園児たちと津井グラウンドゴル

フ同好会のメンバー47人が、グラウンドゴルフを通しての交流会を開催しま

した。８年前から毎年同園が地域との交流を深めるために企画し、同会のメン

バーとグラウンドゴルフやクリスマス会、餅つき大会などを行っています。

　園児たちはクラブの持ち方を教わり、ボールを打つ練習をしました。同会

の小丸正
まさみ

視会長（津井）は、「園児たちの元気な姿を見ていると力が湧いてく

る。今後も地域との交流を続けていきたい」と話していました。

◆
あ
す
な
ろ
賞

清
水　

芽め

い衣
さ
ん（
八
木
）

◆
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選

手
権
大
会

長
尾　

聡
太
さ
ん（
北
阿
万
）

前
田　

智
己
さ
ん（
湊
）

◆
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会

山
口　

三
紀
子
さ
ん（
潮
美
台
）

村
上　

順
子
さ
ん（
潮
美
台
）

小
林　

久
美
子
さ
ん（
潮
美
台
）

山
口　

幸
雄
さ
ん（
潮
美
台
）

村
上　

洋
一
さ
ん（
潮
美
台
）

お
め
で
と
う

全
国
酪
農
青
年
女
性
会
議
ら
く

の
う
こ
ど
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
入
賞

▲通学路の防犯灯の点検･清掃の奉仕

協
力
し
、
同
寺
の
銅
鐸
の
形
と
伝

統
の
地
場
産
業
の
瓦
を
融
合
さ
せ

試
行
錯
誤
の
上
、
約
半
年
か
け
て

灯
篭
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

伊
藤
住
職
は
「
夜
に
は
ラ
ン
プ

と
瓦
の
い
ぶ
し
銀
が
情
緒
あ
る
光

を
放
ち
、
幻
想
的
な
風
景
が
味
わ

　

国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る

袈け
さ
だ
す
き
も
ん
ど
う
た
く

裟
襷
文
銅
鐸
を
所
蔵
す
る
日
光

寺
（
松
帆
）
に
８
月
初
旬
、
瓦
灯

篭
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
灯

篭
は
全
部
で
12
個
。
寺
の
境
内
と

駐
車
場
の
境
界
線
を
明
確
に
す
る

た
め
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ー
20
人
に
よ
っ
て
、
雑
木
の
伐

採
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

諭
鶴
羽
山
は
、
毎
年
３
０
０
０

人
も
の
登
山
者
が
訪
れ
ま
す
。
山

頂
は
約
30
年
前
か
ら
木
が
生
い

茂
り
、
高
さ
２
〜
３
ｍ
の
木
々
に

覆
わ
れ
山
頂
の
見
晴
ら
し
が
悪
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
祭
り
で

み
こ
し
を
担
ぐ
際
、
木
の
枝
に
当

た
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
景
色
を
取
り
戻
す
た

め
、
同
会
で
は
神
社
か
ら
山
頂
を

結
ぶ
約
５
０
０
ｍ
の
道
と
山
頂
の

生
い
茂
っ
た
木
を
伐
採
し
ま
し
た
。

　

三
原
志
知
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
の
保
護
者
ら
約
20
人
が
こ
の
ほ

ど
、
同
ク
ラ
ブ
の
歴
史
を
綴
る
記

念
誌
「
翔
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
部
員
数
の
減
少
で
、

昨
年
12
月
の
全
淡
大
会
を
最
後
に

休
部
。「
こ
の
ま
ま
で
は
、
い
ず
れ

忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
の
声
が

上
が
り
、
こ
れ
ま
で
の
記
録
を
形

に
残
そ
う
と
、
記
念
誌
製
作
の
実

行
委
員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
編

集
に
使
っ
た
資
料
は
、設
立
時
（
昭

▲ボールを打つ園児たち。「まっすぐ飛ばすのが
難しかったけど、またやりたい」と話していました

　

同
会
の
林
和
幸
会
長
（
灘
）
は

「
こ
れ
か
ら
も
山
頂
の
景
色
、
歴

史
あ
る
古
道
を
、
多
く
の
人
た
ち

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。今
後
も
古
道
の
整
備
を
行
い
、

11
月
23
日
に
は
「
山
開
き
登
山
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問
諭
鶴
羽
神
社
☎
56
・
０
３
１
５

ガ
ラ
ス
ジ
ュ
エ
リ
ー
教
室

こ
の
世
に
一つ
。オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
製
作

▲講師の山田さん（左）と製作した
ネックレスを身につける参加者（右）

　

働
く
婦
人
の
家
で
９
月
８
日
、

ガ
ラ
ス
工
芸
家
山
田
勝
子
さ
ん

（
津
井
）
を
招
き
、
ガ
ラ
ス
ジ
ュ

エ
リ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、ガ
ラ
ス
を
熱
し
、

フ
ュ
ー
ジ
ン
グ
（
溶
着
・
融
合
）

し
美
し
さ
を
際
立
た
す
達
人
。
参

加
し
た
人
た
ち
は
、
厚
板
ガ

ラ
ス
を
割
り
、
ガ
ラ
ス
の
焼

き
方
な
ど
を
教
わ
り
、
石
や

ク
レ
ス
や
イ
ヤ
リ

ン
グ
な
ど
を
作
り

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
野
口

さ
だ
子
さ
ん（
市
）

は
、「
セ
ン
ス
よ

く
ガ
ラ
ス
や
石
を

レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
の
は
難
し
か
っ

た
が
、
こ
の
世
に
一
つ
し
か
な
い

ジ
ュ
エ
リ
ー
を
作
り
身
に
着
け
る

の
は
本
当
に
楽
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
翌
年
６

月
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

和
53
年
）
か
ら
の
全
ク
ラ
ブ
員
に

写
真
提
供
や
コ
メ
ン
ト
の
寄
稿
を

依
頼
し
て
集
め
、
編
集
も
メ
ン
バ
ー

が
全
て
行
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

同
実
行
委
員
長
の
宮
崎
祐
三
さ

ん
は
、「
地
域
の
ま
と
ま
り
が
よ

く
、
皆
快
く
協
力
し
て
く
れ
た
。

32
年
間
の
記
録
が
う
ま
く
集
約
で

き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲（左から）製作メンバーの喜田祐司さん、宮崎
祐三実行委員長、仁里一郎さん、村上光さん

　「電気使用安全月間」の活動として、兵庫県電気工事工業組合淡路支

部に所属する南あわじ地区 48店舗の人たちが８月 26日、市内３か所

に分かれて通学路の防犯灯や公共施設の電灯を無料で点検・清掃する奉

仕活動を行いました。また、火災報知器設置の啓蒙や電気を安全に正し

く使用する相談会も開催して、「漏電や感電による事故、地震・風水害

などの自然災害にも備え、日頃の点検や機器の正しい使用に心がけ、電

気事故を未然に防止しましょう」と注意を喚起しました。

▲ガラスを固定しネ
ックレスを製作中

金
属
な
ど
を

使
い
、
ネ
ッ

全
国
大
会
出
場

高
川　

欣
士
さ
ん（
潮
美
台
）

喜
田　

篤
實
さ
ん（
市
）

社
家　

薫
さ
ん（
市
）

島
田　

孝
さ
ん（
市
）

◆
水
泳
競
技

中
尾　

玲
華
さ
ん（
須
磨
学
園
高
）

◆
ボ
ー
ト
競
技

川
口　

愛
理
さ
ん（
洲
本
高
）

斎
藤　

愛
佳
さ
ん（
日
本
体
育
大
）

◆
軟
式
野
球
競
技

三
原　

克
幸
さ
ん（
三
洋
電
機
㈱
）

井
上　

正
幸
さ
ん（
三
洋
電
機
㈱
）

◆
相
撲
競
技

齋
藤　

佑
弥
さ
ん（
市
川
高
）

◆
柔
道
競
技

片
山　

雄
一
朗
さ
ん（
賀
集
）

グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
あ
な
が

　

県
道
沿
い
の
花
壇
の
手
入

れ
に
長
年
取
り
組
み
、
洲
本

土
木
事
務
所
か
ら
県
民
局
長

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
体
育
大
会「
ゆ
め

半
島
千
葉
国
体
」出
場

県
道
沿
い
の
花
壇
の
手
入
れ
で

県
民
局
長
感
謝
状

　

諭
鶴
羽
山
山
頂
で
８
月
28
日
、

諭
鶴
羽
神
社
の
氏う
じ

子こ

ら
で
つ
く
る

「
諭
鶴
羽
古
道
を
守
る
会
」
の
メ
ン ▲木を伐採後、現在は山頂から紀伊半島

や鳴門海峡を一望できるようになりました

▲「登山を楽しんでほしい」
と話す林会長

え
ま
す
。
気
軽
に
見
に
来
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

灯
篭
の
大
き

さ
は
高
さ
60
㎝

で
直
径
20
㎝
。

同
寺
の
伊
藤
随

賢
住
職
が
、
知

人
の
瓦
業
者
と

▲全国642点の作
品の中から入賞し
た清水さん

▶
長
尾
さ
ん（
左
）と
前
田
さ
ん（
右
）

▲灯篭は日が落ちると光が灯るように設定されていま
す。一晩中輝き、来る人を魅了します

▲太陽が光を放つイメ
ージで設計されました

▲A４判67頁。記念誌
は、市内の図書館や公民
館にも寄贈されました


